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注意

-本情報は、2025年8月8日現在の将来に関する前提、見通し、

 計画に基づく予測が含まれています。

-経済・競合状況等にかかわるリスクや不確定要因により、

 実際の業績が記載の予測と大幅に異なる可能性があります。



Ⅰ. 第2四半期決算の概要



決算のポイント
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■ ガス販売量は1.1%減少

→大口は既存のお客さまの稼働増等により増加、小口は気温影響等により増加

卸売は卸先への販売量減により減少

■ 売上高は、ガス販売単価の下方調整等により1.7%減少

経常利益は、電力需給調整市場での収益減や為替差損益等により25.1%減少

◎2025年2Q決算：減収減益

2024年2Q 2025年2Q 増減 前期比（％）

●ガス販売量 連結（百万ｍ3,45MJ） 807 798 △9 98.9

卸売 321 274 △47 85.4

大口 394 430 +35 108.9

小口 91 95 +3 103.4

●売上高 （億円） 1,053 1,036 △17 98.3

●経常利益  【タイムラグ補正後】 （億円） 120 83 △37 69.1

経常利益 （億円） 124 93 △31 74.9

スライドタイムラグ +4 +10 +5 －



大口

卸売

小口

都市ガス販売量実績 連結
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・卸先への販売量減 [△47]

・2025年新規お客さまの稼働 [+21]

・既存のお客さまの販売量増      [+14]

・業務用の販売量増 [+2]

・家庭用の販売量増 [+1]

単位：百万m3(45MJ)
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示

*百万m3未満四捨五入

91 95

394
430

321 274

2024年2Q 2025年2Q

98.9%
[△9]

85.4%
[△47]

108.9%
[+35]

103.4%
[+3]

798807



単位：億円
*億円未満切捨て

2024年
2Q

2025年
2Q
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83

+3

為替差損益

2024年2Q 2025年2Q 増減

補正後経常利益 120 83 △37

経常利益 124 93 △31

スライドタイムラグ +4 +10 +5

120

経常利益の分析（対2024年2Q）

都市ガス
販売量

+2

電力

△29
関係会社
その他

△12



 Ⅱ. 年間の見通し



都市ガス販売量見通し 連結

2024年
実績

2025年
通期見通し
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169 173 170 

810 849 847 

604 573 561 

1,582

94.8%
[△31]

100.8%

[+13]

104.9%
[+40]

102.5%
[+4]

卸売

大口

小口

1,579

101.0%
[+16]

102.0%

100.3%

101.6%

[+11]

[+2]

[+3]

単位：百万m3(45MJ)
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示

*百万m3未満四捨五入

1,595

年初計画



(N)116 (N)105

(N)104+14
+5

△9

2,022 2,018 2,048 
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売上高 経常利益・スライドタイムラグ

単位：億円

*億円未満切捨て

単位：億円

*億円未満切捨て

2025年
上期実績

2025年
下期想定

経常利益影響感度
（7月以降）

為 替 レ ー ト （ 円 / $ ） 149.5 150.0 (+) 1円/$ △0.5億円

原 油 価 格
C I F （ J C C ）

（ $ / b b l ） 76.8 80.0 (+)1$/bbl △1.1億円

経常利益

スライド
タイムラグ

補正後
経常利益(N)

2024年
実績

2025年
通期見通し

年初計画
2024年

実績
2025年

通期見通し
年初計画

130

110

94

△3 △30
+0

△11

売上高/経常利益見通し



単位：億円
*億円未満切捨て

2025年
年初計画

2025年
通期見通し 増減

補正後経常利益 104 105 +0

経常利益 94 110 +15

スライドタイムラグ △9 5 +15

経常利益見通しの分析（対年初計画）

2025年
年初計画

2025年
通期見通し

105
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原料価格
その他

△4+17

販管費・製造費

△3

関係会社
その他

都市ガス
販売量

+1

104
為替差損益

△10



18円 19円

25円

40円
42円

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年(予)

■年間配当金推移

株主還元

配当方針

➢ 累進的配当
➢ 株主資本配当率（DOE）

’24年 2.66％ → ’25年（予） 2.64％
➢ 配当性向3割（目標水準）

’24年 34.2％ → ’25年（予） 34.4％

中間配当金 20.5円／株

期末配当金 21.5円／株（予）（※）

（※）

（※）直近に公表している配当予想（41円）から1円増配予想
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 Ⅲ. 中期経営計画の取り組み状況



静岡ガスグループの成長ストーリー
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都市ガス・LPG事業を中心に培った当社グループの強みを生かし、事業領域を拡大

安定した顧客基盤、インフラ ステークホルダーからの信頼

調達

供給

調達

小   売

配送

LPG事業

国内事業

上流

新規事業
(陸上養殖、介護)

くらしS事業

電力/再エネ
事業

約10万戸

エンジS
事業

海外事業

小売

発電/
再エネ

都市ガス事業

約40万戸

製造

LNG基地

発電/
再エネ



海外
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シェールガス開発事業の権益取得完了

⚫ 米国に現地子会社「SHIZUOKA GAS AMERICA CO. （以下「SGA」）」を設立し、同社を通
じてTG Eagle Ford Resources LP （以下「TGER」）より、米国のシェールガス開発事業の権
益取得が完了した。

⚫ 天然ガス上流分野への進出により、収益基盤の拡大と業績の安定化を図る。

SGAの設立

ルイスエナジーグルー
プ（オペレーター）に
よる、シェールガス田
掘削の様子

米国でのシェールガス開発

会社名 SHIZUOKA GAS AMERICA CO.

所在地 米国テキサス州 ヒューストン

設立 2025年2月28日 

出資者 静岡ガス株式会社（100％）

事業内容 シェールガス開発事業の運営・管理お
よび事業機会の創出

取得権益 イーグルフォード層他において、
TGERが保有するシェールガス開発事
業権益（主に３社が共同保有する権益
全体の25％）

対象鉱区面積 約33,000エーカー（約135km²） 

【米国シェールガス分布図と対象鉱区】

出典：米国連邦政府（Energy Information Agency）



⚫ 「SHIZGASでんき」のご契約件数が10万件を達成した。オール電化住宅向けの料金メニュー
「おうち電化プラン」を新設し、新たなお客さま層の獲得に注力する。

⚫ 自社発電所の5基、6基目のガスエンジン発電設備の増設を決定した。電力調達における自社電
源比率を向上させ、電力の安定供給と調達コストの低減・平準化を図る。

⚫ 愛知県田原市の「田原バイオマス発電所」が営業運転を開始したほか、静岡県富士宮市の「朝
霧バイオガス発電事業」への出資参画を決定した。また、株式会社ウィンフィールドジャパン
と業務提携し太陽光発電の開発を加速するなど、引き続き再エネ電源開発に取り組んでいく。

料金メニュー拡大・再エネ電源開発・発電能力の増強
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電力・再エネ

最大出力 既存設備 32,610kW
増強設備 15,600kW
合計 48,210kW

使用燃料 天然ガス

「朝霧バイオガス発電事業」への出資参画自社発電所増設工事

原料 牛糞、食品残渣

発電出力 546kW

年間発電量 4,560MWh

運転開始 2026年春（予定）



くらしサービス
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ハウジング・スマートホーム体験モデルルーム

⚫ 注文住宅および建売住宅の設計・施工・販売を行うグッドリビング株式会社の全株式を取得し
た。賃貸から土地、新築、リフォーム、空き家・中古住宅再販まで、お客さまの住まいのライ
フサイクルに寄り添い、面的なサービス展開を図る。

⚫ 三菱地所株式会社およびmui Lab株式会社と協業し、スマートホーム体験モデルルーム
「QUOLAB静岡」を開設した。スマートホームソリューションを通じ、住宅設備・家電・エネ
ルギー機器を制御による「省エネ・エネルギーマネジメントによるエネルギーの最適利用」を
提供する。

会社名 グッドリビング株式会社

設立 1988年2月 

事業内容 住宅の設計・施工・販売 

売上高 約50億円（※）

年間着工棟数 約200棟（※）

グッドリビングの全株式を取得

三菱地所株式会社の総合スマートホームソリューション
「HOMETACT」および、mui Lab 株式会社の天然木ス
マートホームコントローラー「muiボード」を常設展示し
ている。これら２社のスマートホームソリューションを体
験できるモデルルームは、静岡県内で初めてである。

（※）2023～2025年の平均値

「QUOLAB静岡」の開設



その他取り組み①
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新たな取り組み

⚫ トライアルを実施していた、陸上養殖事業へ本格参入することを決定した。静岡市の保有する
遊休地使用に関する基本協定を同市と締結し、閉鎖循環式陸上養殖設備工事に着手した。

⚫ ベンチャーキャピタル等の出資を通じて先進的な技術やビジネスモデルに関する情報を収集す
るとともに、スタートアップとの協業による加速度的な新規事業開発に取り組む。

陸上養殖事業へ本格参入

養殖中のクエタマ養殖設備完成予想図

建設設備
陸上養殖システム 3 ユニット
（１ユニット＝水槽３基、計９基）

生産物 クエタマ（※）

予定生産量 年間約6,000 匹

（※）ハタ科を代表する高級魚クエと、ハタ科最大級のタマカイのハイブリット魚種

出資による新規事業の創出



その他取り組み②
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新ブランドスローガン・統合報告書

⚫ 当社グループ企業理念の実現に向けて、企業理念の体系を見直し、行動指針・行動基準を新た
に策定した。また、当社グループの姿勢や提供価値を社内外のすべてのステークホルダーに示
していくため、静岡ガスグループの新ブランドスローガン/新ブランドメッセージを策定した。

⚫ 当社グループ初となる「静岡ガスグループ統合報告書2025」を公開した。財務情報と非財務情
報の関連性を示しつつ、ステークホルダーの皆さまとの対話のきっかけとなる「エンゲージメ
ントツール」として活用していく。 

⚫ 従業員とのエンゲージメント向上を目的に、従業員持株会に譲渡制限付株式インセンティブ制度（持
株会RS）を導入した。

新ブランドスローガン/新ブランドメッセージ 統合報告書




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19

